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議事	 委員長挨拶 
本日は 4 回の打ち合わせをもとにまとめた資料の確認となりま

す。来週の全国会員大会での発表のために最後の詰めとなりま

す。ご意見お願いします。事務局製作の資料に基づき、委員長

が各項目を説明、質疑を求めた。 

 
維持管理の流れについての確認事項として、古民家鑑定、床下

インスペクションの実施を前提とし、床下インスペクションは

毎年の実施が望ましい。 

 
電気設備に関することを参考として追加する。 

 
全国大会での発表の順番について確認 
まず維持管理のために古民家で問題になる部位は基礎と屋根 

平成25年度の再築基準の基準であるため古民家をすぐにその基
準に満たすことはできない。今回の委員会で議論した現状に則

した不具合事象について、インスペクションを実施し、改修を



実施することで再築基準に近づけていく。 

 
平成 25年第 1回の再築基準内容を元に、平成 27年度の再築基

準を考えた。（建築基準法を適用しない古民家を想定） 

 
基礎・屋根について 

↓ 
現状把握について 
↓ 

再築基準について 
↓ 
維持管理劣化対策等級の基準を目標にする  

↓ 
メンテナンススケジュール 
	

以上の流れで答申を行う（＊詳細は別紙）	

	

	


